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学年配属や校務分掌は、個人の資質や能力が発揮できるよう配属されている

経営方針がよく理解され教職員全体で取り組む課題や仕事が明確になっている

管理職員は教職員に公平かつ誠実に対応している

園運営に管理職のリーダーシップが発揮されている

特別に支援が必要な幼児をとりまく大人たちの相互理解を深め、個性の違いを認め、お互いに尊重できるこどもの人権教育に配慮し

ている

特別に支援が必要な幼児には、個別の指導計画などを作成し、必要に応じて専門機関との連携をしている

研修会には自己課題をもって進んで参加している

自分の保育について計画と反省を行っている。

一人一人の幼児をよく観察し、言葉にならない思いやサインを受けとめ、幼児の気持ちに共感しながら一緒によく遊んでいる。

幼稚園教育要領をよく理解し、それをもとに保育の計画を立てている。

幼児の災害や交通安全に対する意識や能力は向上してきた

職員の災害に対する意識や能力は向上してきた

避難訓練（自然災害・不審者対応含む）・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施している

保護者から寄せられた意見や要望の対応や子育てに関した援助や対応を行うことができた

保護者との連携を密にした保育が展開できた

地域との交流や連携を積極的に行ってきた

幼児は人の話を聞いたり、自分の気持ちを伝える力が育ってきた

幼児は、人を思いやる心や友達の良さを認め合う気持ちが育ってきた

幼児を温かくうけとめ一人一人に応じた指導ができた

季節を感じられるような保育を展開し、幼児は園生活の中で、身近な自然に親しむことができた

幼児は、園生活を通して、主体的に活動できるようになってきた

幼児の五感に働きかける保育環境を構成したり，意欲を引き出したりするかかわりができた

食育活動を通して、幼児の食に関する興味関心は高まっている

遊びや園外保育を通して，幼児の体力は向上している

幼児は，基本的な生活習慣が身についてきた

令和６年度 教職員自己評価結果

A（あてはまる） B（どちらかといえばあてはまる） C（どちらかといえばあてはまらない） D（あてはまらない）


